
© Hitachi, Ltd. 2022. All rights reserved.

Q-STAR（量子波動・量子確率論応用部会）（１）

7

2025年 2035年 2050年

現在の社会・産業
将来の社会の

あるべき姿/ありえる姿

長期ロードマップ

技術の進歩
（フォアキャスト）

社会・産業の変化
（バックキャスト）

ビジネスや業界構造の変化

リファレンスアーキテクチャ
（QRAMI）

内閣府Society 5.0 HPより
（https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/）

金融企業やIT・商社など全21社が参画（2022/11時点）
量子技術が普及する未来社会でのビジネスや産業構造の変化を長期ロードマップの形で表現

⚫ 「将来の社会のあるべき姿/ありえる姿」からのバックキャストと、「技術の進歩」のフォアキャストを併用
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Q-STAR（量子波動・量子確率論応用部会）（２）

【21年度】 未来社会における新サービスや事業機会のアイデアを創出

⚫ 流体シミュレーションの広域・高精度化による、個々の雲や
つむじ風発生などの微気象現象の予測

⚫ 過去データに頼れない異常気象の予測


